
伊賀市の宝物をインターネットで発信

【問い合わせ】
○上野図書館　☎21-6868　FAX21-8999
○文化交流課　☎22-9621　FAX22-9619
○文化財課　　☎22-9678　FAX22-9667

デジタルミュージアム
秘蔵の国　伊賀

１月19日㈫　開設

▲デジタルミュージアム
　「秘蔵の国 伊賀」

▲デジタルミュージアム　秘蔵の国 伊賀　トップページ

▲市ホームページのこのバナーをクリック

見どころは
次のページを
チェック！

今
年
度
は
「
芭
蕉
と
俳
諧
の
世
界
」「
伊
賀

流
忍
者
」「
郷
土
資
料
」
の
３
つ
の
テ
ー
マ

を
公
開
し
ま
す
。

芭蕉と俳諧の世界

伊賀市の文化財

現在公開中

来年度公開予定

郷土資料

１月 19日公開

伊賀流忍者

歴史探訪

１月 19日公開

来年度公開予定

　伊賀に伝わる芭蕉の真筆
や伊賀にゆかりの俳人の資
料を公開。

　市内にある建造物や絵画
などの指定・登録文化財と
その特徴などを公開。

　『万川集海』をはじめ、
忍者に関する資料を公開。

　各地に残る歴史的な名所
の魅力などを公開。

　藤堂家の藩政資料や地域
の歴史に関する資料を公開。

　
デ
ジ
タ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
ト
ッ
プ
画
面
を
開
く

と
「
芭
蕉
と
俳
諧
の
世
界
」「
伊
賀
流
忍
者
」
な
ど

５
つ
の
テ
ー
マ
が
表
示
さ
れ
ま
す
。

　
テ
ー
マ
を
選
ぶ
と
、
テ
ー
マ
ご
と
に
資
料
の
一
覧

が
表
示
さ
れ
、
さ
ら
に
見
た
い
資
料
を
選
ぶ
こ
と
で

高
精
細
な
画
像
や
資
料
の
内
容
を
現
在
の
文
字
で
見

ら
れ
る
翻
刻
文
を
表
示
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
実
物
を
見
る
こ
と
に
近
い
感
覚
を
味
わ
う
こ
と
が

で
き
、
翻
刻
文
と
見
比
べ
る
こ
と
で
、
資
料
の
内
容

を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
研
究
者
だ
け
で
な
く
、

学
校
で
の
郷
土
・
歴
史
学
習
、
地
域
で
の
文
化
活
動

に
も
役
立
て
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
デ
ジ
タ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
開
設
は
１
月
19

日
㈫
で
す
が
、
現
在
「
芭
蕉
と
俳
諧
の
世
界
」

の
ペ
ー
ジ
の
み
、先
行
し
て
公
開
し
て
い
ま
す
。

　

２
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
取
る
か
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
あ
る
バ
ナ
ー
か
ら
ア
ク
セ
ス
で
き

ま
す
。

◆
ど
う
や
っ
て
使
う
の
？

早
速
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
へ
行
っ
て
み
よ
う

伊賀市の宝物をインターネットで発信

【問い合わせ】
○上野図書館　☎21-6868　FAX21-8999
○文化交流課　☎22-9621　FAX22-9619
○文化財課　　☎22-9678　FAX22-9667

デジタルミュージアム
秘蔵の国　伊賀

１月19日㈫　開設

　
伊
賀
は
、
か
つ
て
藤
堂
高
虎
に
「
秘
蔵

の
国
」
と
評
さ
れ
、
三
重
県
内
の
市
町
村

で
最
多
の
指
定
文
化
財
が
あ
る
な
ど
、
歴

史
文
化
の
宝
庫
で
す
。

　
し
か
し
、
多
く
の
貴
重
な
資
料
は
、
公

開
で
き
る
場
所
が
限
ら
れ
て
い
た
り
、
資

料
の
劣
化
を
防
ぐ
た
め
に
、
簡
単
に
資
料

を
見
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
こ
で
、
伊
賀
市
や
（
一
社
）
伊
賀
上
野

観
光
協
会
な
ど
が
所
蔵
す
る
資
料
を
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
公
開
し
、
学
校
や
地
域

で
の
歴
史
学
習
、
観
光
案
内
な
ど
に
役
立

て
る
と
と
も
に
、
全
国
の
人
に
伊
賀
の
歴

史
・
文
化
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、「
デ

ジ
タ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム　

秘
蔵
の
国 

伊

賀
」
を
開
設
し
ま
す
。

　
「
い
つ
で
も
・
ど
こ
で
も
・
だ
れ
で
も
」

伊
賀
の
歴
史
・
文
化
に
触
れ
ら
れ
る
よ
う

に
す
る
こ
と
で
、
伊
賀
を
も
っ
と
好
き
に

な
っ
て
も
ら
う
き
っ
か
け
に
な
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
古
文
書
・
古
地
図
な
ど
の
歴
史
資

料
や
有
形
・
無
形
の
文
化
財
な
ど
を

デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
で
記
録
・
保
存
す

る
こ
と
を
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
と

い
い
ま
す
。

　
デ
ジ
タ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
は
、
デ

ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
化
し
た
歴
史
資

料
や
文
化
財
な
ど
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
で
公
開
し
、
こ
れ
ま
で
博
物
館

な
ど
で
し
か
見
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
資
料
を
無
料
で
、
簡
単
に
高

精
細
な
画
像
と
し
て
閲
覧
で
き
る
よ

う
に
す
る
こ
と
で
す
。
つ
ま
り
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の「
博
物
館
」で
す
。

　
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
化
し
た
伊

賀
市
の
資
料
は
、
全
国
の
博
物
館
、

美
術
館
、
大
学
図
書
館
、
自
治
体
な

ど
が
加
盟
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス

テ
ム
「
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
シ
ス

テ
ム
Ａア

デ

ア

ッ

ク

Ｄ
Ｅ
Ａ
Ｃ
」
を
通
し
て
公
開

さ
れ
ま
す
。
公
開
さ
れ
た
デ
ー
タ
は

シ
ス
テ
ム
連
携
を
通
じ
て
、
他
の
検

索
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
国
立
国
会
図
書

館
サ
ー
チ
や

ジ
ャ
パ
ン
サ
ー

チ
で
も
見
る
こ

と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

◆
貴
重
な
資
料
や
文
化
財
が

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
見
ら
れ
ま
す

デ
ジ
タ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
は

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
博
物
館

▲スマートフォンからも見られます
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伊
賀
流
忍
者
博
物
館
名
誉
館
長

　
　
川
上
　
仁
一 

さ
ん

 

「
郷
土
資
料
」

　
　
甲
南
大
学
教
授

　
　
東
谷
　
　
智 

さ
ん

【
定
　員
】 

先
着
60
人

【
申
込
方
法
】
氏
名
・
電
話
番
号
を

　
左
記
ま
で
。

【
申
込
期
間
】

　
１
月
18
日
㈪
〜
２
月
５
日
㈮

【
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
】

　
文
化
交
流
課
　
☎ 

22-

９
６
２
１

　
　
　
　
　
　
　
℻   

22-

９
６
１
９

　「
伊
賀
市
の
文
化
財
」と「
歴
史
探
訪
」

は
、
来
年
度
に
公
開
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　「
伊
賀
市
の
文
化
財
」で
は
、市
内
に
約

５
０
０
件
あ
る
建
造
物
や
絵
画
、
彫
刻
な

ど
の
指
定
・
登
録
文
化
財
の
特
徴
や
見
ど

こ
ろ
を
画
像
と
と
も
に
紹
介
し
ま
す
。

　「
歴
史
探
訪
」
で
は
、
各
地
に
残
る
歴

史
的
な
名
所
の
魅
力
を
発
信
す
る
ほ
か
、

芭
蕉
や
伊
賀
流
忍
者
ゆ
か
り
の
地
な
ど
を

地
図
に
示
し
、
関
連
資
料
や
現
地
写
真
を

交
え
て
解
説
し
ま
す
。
ま
た
、
現
在
の
地

図
と
江
戸
時
代
の
「
上
野
城
下
町
絵
図
」

を
比
較
で
き
る
機
能
も
あ
り
、
時
代
を
超

え
て
歴
史
散
歩
を
楽
し
め
ま
す
。

各テーマの見どころを紹介!!
芭
蕉
と
俳
諧
の
世
界

芭
蕉
の
人
と
な
り
や
俳
諧
へ
の
懸
命
な
姿
勢
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
墨
の
濃
淡
や
紙
の
質
、
紙
の
継
ぎ

目
ま
で
見
え
ま
す
。

　
芭
蕉
の
推
敲
の
跡
が
は
っ
き
り
わ

か
り
ま
す
。

　画面右下のバーを操作することで、
翻刻が重なって表示されます。

▲県指定文化財(建造物)
　旧小田小学校本館

▲資料の拡大図

ホ
ン
モ
ノ
で
臨
場
感
を
味
わ
う

伊
賀
流
忍
者

忍
術
書
に
は
伊
賀
流
忍
者
の
歴
史
や
心
得
を
は
じ
め
、実
戦
的
な
忍
び
の
術
等
が
記
さ
れ

て
お
り
、彼
ら
が
子
孫
を
思
い
や
り
書
き
残
し
た
様
子
が
う
か
が
え
ま
す
。

忍
び
の
秘
伝
書
を
世
界
に
公
開

　『
永
保
記
事
略
』
は
、
藤
堂
藩
の
法
制
や
人
事
、
災
害
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
が
記
載
さ

れ
て
い
る
資
料
で
す
。
今
回
デ
ジ
タ
ル
化
し
た
第
一
巻
は
、
寛
永
17
（
１
６
４
０
）
年
か

ら
延
宝
４
（
１
６
７
６
）
年
ま
で
の
記
録
で
す
。

郷
土
資
料

「
伊
賀
市
の
文
化
財
」「
歴
史
探
訪
」（
令
和
３
年
度
公
開
）

公
開
記
念
講
演
会 

〜
伊
賀
の
魅
力 

再
発
見
〜

資
料
に
感
じ
る
人
々
の
暮
ら
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　
今
年
度
公
開
の
芭
蕉
、
忍
者
、
郷

土
資
料
の
専
門
家
を
そ
れ
ぞ
れ
招
き
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
形
式
で
講
演
会
を
開

催
し
ま
す
。
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２
月
27
日
㈯

　
午
後
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吹
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す
石

を
あ
さ
ま
の
野
分

と
は
す

・
・
・

　『
萬
川
集
海
』
忍
器
篇
の
一
部
で
は
、

「
関
連
画
像
を
見
る
」
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
こ

と
で
伊
賀
流
忍
者
博
物
館
の
収
蔵
資
料
を

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
細
か
い
部
分
の
描
写
や
筆
づ

か
い
も
く
っ
き
り
見
え
ま
す
。

⬅

　芭蕉の筆跡を
活字と並べて見比
　べられます。

　他にも『校正 
伊乱記』では、忍者
が活躍した時代から
続く寺社を画像で紹
介しています。

芭蕉翁記念館
学芸員　髙井 悠子

▶『
更
科
紀
行  

芭
蕉
自
筆
稿
本
』

伊賀流忍者博物館
学芸員　幸田 知春 さん

　
朱
書
や
貼
紙
で
情
報
が
あ
と
か
ら

書
き
加
え
ら
れ
ら
れ
て
い
る
の
が
わ

か
り
ま
す
。

　
将
軍
徳
川
家
光
の
他
界
を
伝
え
る

記
事
で
す
。将
軍
の
死
去
は
、藤
堂
藩

に
と
っ
て
も
重
大
な
関
心
事
で
し
た
。

（
翻
刻
）
将
軍
家
光
公
御
他
界

資料を拡大したり、
回転させて見るこ
ともできます。

上野図書館
司書　村田 智美

伊賀流忍者博物館所蔵の水蜘蛛
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郷
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資
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」
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南
大
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教
授

　
　
東
谷
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ん

【
定
　員
】 

先
着
60
人

【
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込
方
法
】
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名
・
電
話
番
号
を

　
左
記
ま
で
。

【
申
込
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間
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２
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５
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賀
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の
文
化
財
」と「
歴
史
探
訪
」

は
、
来
年
度
に
公
開
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　「
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賀
市
の
文
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財
」で
は
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約
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０
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絵
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、
彫
刻
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の
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・
登
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文
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財
の
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徴
や
見
ど
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を
画
像
と
と
も
に
紹
介
し
ま
す
。

　「
歴
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探
訪
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で
は
、
各
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に
残
る
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的
な
名
所
の
魅
力
を
発
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す
る
ほ
か
、
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蕉
や
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賀
流
忍
者
ゆ
か
り
の
地
な
ど
を

地
図
に
示
し
、
関
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や
現
地
写
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を
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え
て
解
説
し
ま
す
。
ま
た
、
現
在
の
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図
と
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代
の
「
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城
下
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図
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を
比
較
で
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機
能
も
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り
、
時
代
を
超

え
て
歴
史
散
歩
を
楽
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め
ま
す
。
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と
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界
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の
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と
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や
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の
懸
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な
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勢
を
感
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る
こ
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が
で
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ま
す
。
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や
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の
質
、
紙
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ぎ

目
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ま
す
。

　
芭
蕉
の
推
敲
の
跡
が
は
っ
き
り
わ

か
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ま
す
。

　画面右下のバーを操作することで、
翻刻が重なって表示されます。
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。
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世
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記
事
で
す
。将
軍
の
死
去
は
、藤
堂
藩

に
と
っ
て
も
重
大
な
関
心
事
で
し
た
。

（
翻
刻
）
将
軍
家
光
公
御
他
界

資料を拡大したり、
回転させて見るこ
ともできます。

上野図書館
司書　村田 智美

伊賀流忍者博物館所蔵の水蜘蛛

×関連画像

関連画像を見る

　
　
伊
賀
流
忍
者
博
物
館
名
誉
館
長

　
　
川
上
　
仁
一 

さ
ん

 

「
郷
土
資
料
」

　
　
甲
南
大
学
教
授

　
　
東
谷
　
　
智 

さ
ん

【
定
　員
】 

先
着
60
人

【
申
込
方
法
】
氏
名
・
電
話
番
号
を

　
左
記
ま
で
。

【
申
込
期
間
】

　
１
月
18
日
㈪
〜
２
月
５
日
㈮

【
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
】

　
文
化
交
流
課
　
☎ 

22-

９
６
２
１

　
　
　
　
　
　
　
℻   

22-

９
６
１
９

　「
伊
賀
市
の
文
化
財
」と「
歴
史
探
訪
」

は
、
来
年
度
に
公
開
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　「
伊
賀
市
の
文
化
財
」で
は
、市
内
に
約

５
０
０
件
あ
る
建
造
物
や
絵
画
、
彫
刻
な

ど
の
指
定
・
登
録
文
化
財
の
特
徴
や
見
ど

こ
ろ
を
画
像
と
と
も
に
紹
介
し
ま
す
。

　「
歴
史
探
訪
」
で
は
、
各
地
に
残
る
歴

史
的
な
名
所
の
魅
力
を
発
信
す
る
ほ
か
、

芭
蕉
や
伊
賀
流
忍
者
ゆ
か
り
の
地
な
ど
を

地
図
に
示
し
、
関
連
資
料
や
現
地
写
真
を

交
え
て
解
説
し
ま
す
。
ま
た
、
現
在
の
地

図
と
江
戸
時
代
の
「
上
野
城
下
町
絵
図
」

を
比
較
で
き
る
機
能
も
あ
り
、
時
代
を
超

え
て
歴
史
散
歩
を
楽
し
め
ま
す
。

各テーマの見どころを紹介!!
芭
蕉
と
俳
諧
の
世
界

芭
蕉
の
人
と
な
り
や
俳
諧
へ
の
懸
命
な
姿
勢
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
墨
の
濃
淡
や
紙
の
質
、
紙
の
継
ぎ

目
ま
で
見
え
ま
す
。

　
芭
蕉
の
推
敲
の
跡
が
は
っ
き
り
わ

か
り
ま
す
。

　画面右下のバーを操作することで、
翻刻が重なって表示されます。

▲県指定文化財(建造物)
　旧小田小学校本館

▲資料の拡大図

ホ
ン
モ
ノ
で
臨
場
感
を
味
わ
う

伊
賀
流
忍
者

忍
術
書
に
は
伊
賀
流
忍
者
の
歴
史
や
心
得
を
は
じ
め
、実
戦
的
な
忍
び
の
術
等
が
記
さ
れ

て
お
り
、彼
ら
が
子
孫
を
思
い
や
り
書
き
残
し
た
様
子
が
う
か
が
え
ま
す
。

忍
び
の
秘
伝
書
を
世
界
に
公
開

　『
永
保
記
事
略
』
は
、
藤
堂
藩
の
法
制
や
人
事
、
災
害
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
が
記
載
さ

れ
て
い
る
資
料
で
す
。
今
回
デ
ジ
タ
ル
化
し
た
第
一
巻
は
、
寛
永
17
（
１
６
４
０
）
年
か

ら
延
宝
４
（
１
６
７
６
）
年
ま
で
の
記
録
で
す
。

郷
土
資
料

「
伊
賀
市
の
文
化
財
」「
歴
史
探
訪
」（
令
和
３
年
度
公
開
）

公
開
記
念
講
演
会 

〜
伊
賀
の
魅
力 

再
発
見
〜

資
料
に
感
じ
る
人
々
の
暮
ら
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　
今
年
度
公
開
の
芭
蕉
、
忍
者
、
郷

土
資
料
の
専
門
家
を
そ
れ
ぞ
れ
招
き
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
形
式
で
講
演
会
を
開

催
し
ま
す
。

【
と
　き
】
２
月
27
日
㈯

　
午
後
１
時
30
分
〜

【
と
こ
ろ
】
ハ
イ
ト
ピ
ア
伊
賀

　
５
階
多
目
的
大
研
修
室

【
講
　師
】

 

「
芭
蕉
と
俳
諧
の
世
界
」

　
　
関
西
大
学
名
誉
教
授

　
　
藤
田
　
真
一 

さ
ん

 

「
伊
賀
流
忍
者
」

桟
や
い
の
ち
を
か
ら
む
つ
た
か
つ
ら

桟
や
先
お
も
ひ
い
つ
馬
む
か
へ

霧
晴
て
桟
ハ
め
も
ふ
さ
か
れ
す
越
人

さ
ら
し
な
や
三
よ
さ
の
月
見
　
同

　
　
　
　
　
　
　 

 

　
雲
も
な
し

　
　
　
　
姥
捨
山

俤
や
姥
ひ
と
り
な
く
月
の
友

い
さ
よ
ひ
も
ま
た
さ
ら
し
な
の
郡
哉

ひ
よ
ろ
〳
〵
と
こ
け
て
露
け
し
や
を
み
な
へ
し

よ
に
お
り
し
人
に
と
ら
せ
ん
木
曾
の
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
ち

木
曾
の
と
ち
う
き
よ
の
人
の
み
や
げ
哉

身
に
し
み
て
大
根
か
ら
し
秋
の
風

　
　
　
善

光

寺

月

影

や

四

門

四

宗

も

只
一

秋

風
や
石

吹

颪
す
あ
さ
ま
山

吹

落
蔵

あ
さ
ま
は
石
の

　
　
　
　
　
　
　
野

分

哉

吹

落

す
石

を
あ
さ
ま
の
野
分

と
は
す

・
・
・

　『
萬
川
集
海
』
忍
器
篇
の
一
部
で
は
、

「
関
連
画
像
を
見
る
」
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
こ

と
で
伊
賀
流
忍
者
博
物
館
の
収
蔵
資
料
を

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
細
か
い
部
分
の
描
写
や
筆
づ

か
い
も
く
っ
き
り
見
え
ま
す
。

⬅

　芭蕉の筆跡を
活字と並べて見比
　べられます。

　他にも『校正 
伊乱記』では、忍者
が活躍した時代から
続く寺社を画像で紹
介しています。

芭蕉翁記念館
学芸員　髙井 悠子

▶『
更
科
紀
行  

芭
蕉
自
筆
稿
本
』

伊賀流忍者博物館
学芸員　幸田 知春 さん

　
朱
書
や
貼
紙
で
情
報
が
あ
と
か
ら

書
き
加
え
ら
れ
ら
れ
て
い
る
の
が
わ

か
り
ま
す
。

　
将
軍
徳
川
家
光
の
他
界
を
伝
え
る

記
事
で
す
。将
軍
の
死
去
は
、藤
堂
藩

に
と
っ
て
も
重
大
な
関
心
事
で
し
た
。

（
翻
刻
）
将
軍
家
光
公
御
他
界

資料を拡大したり、
回転させて見るこ
ともできます。

上野図書館
司書　村田 智美

伊賀流忍者博物館所蔵の水蜘蛛

×関連画像

関連画像を見る
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